
医学教育研究センターは教育一号

館の６階にあります（旧医学教育

学）。大学生活に関すること、学業

に関すること、留学やボランティア、部

活に関すること。大学に関する悩みが

あれば、どんなことでも相談に乗りま

す。いつでもお越しください。「手薬煉

を引いて」お待ちしています。 

- スタッフ一同  

第48回日本医学教育学会大会 
 ７月26、27日に大阪医科大学で第48回日本医学教育学会大会が開催されました。

蒸し暑い中での開催となりましたが、発表演題数は過去最大規模の学会となりました。久留

米大学からは教員だけでなく、学生も参加しました。学友会総務委員長の大塚さんが、学生

×教員対話セッション『きょういくDIY～「明日の医師」とつくる、これからの医学教育』に参加

し、また、医学科５年の佐柳さん、谷崎さん、冨安さん、住元さんの４名が学生セッションで

「席次と学生生活」について発表を行いました。この発表は、環境医学講座・森松先生の指

導の下に行われた社会医学実習の発表をまとめ、医学教育研究センターで学会発表に向け

たサポートを行ったものでしたが、なんと学生セッションの優秀演題賞に選ばれました。２日間と

短い期間でしたが、とても有意義な学会であったと思います。 

医学教育研究センターを楽しむためのヒント 
医学教育研究センターについて知ろう！（その１２） 

Q: 夏休み中も医学教育研究センターは開いてますか？ 

A: 世の中の一般的な活動日はほぼ間違いなく稼働しております。 

Q: MOODLEが重い時がありますが改善されませんか？ 

A: 一度に100人前後のアクセスに耐えらるようにメインメモリの増設予定です。 
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Education first !! 

国際医学生フォーラム 今月の学生の声（１）より 
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今月の学生の声（１） 

国際医学生フォーラムに参加して 

医学科３年 笹栗 誠 

 医学科3年の笹栗誠です。春休み期間中にマルタで開催された国際医学生連盟

（IFMSA）主催の世界総会に参加し、実際に世界の医学生に会って議論を交わす

ことは、英語力・論理力という点でとんでもなく難しかったが、非常に有意義で刺激的

だったということについて書かせて頂きます。 

 IFMSAはWHOに籍を置き、IFMSA-Japanは日本医師会に本部が設置されてい

る、医学生団体です。IFMSAでは年に2回、世界総会が開催されています。総会では

医学に関することをテーマとして、参加者はテーマについて各国ならではの視点も含めた

ディスカッションやワークショップを7日間に渡って行います。今期の総会には日本からは

16名が参加し、世界110カ国以上から1000人ほど参加しました。 

 今回僕が参加した目的は、2つありました。1つが、生の英語を体験することです。僕

は海外に興味があったのでJIMSA部に入部しました。そこで入学当初から実際に国際

会議に参加してみたいと思っており、幸いJIMSAの姉妹団体であるIFMSAで世界総

会に参加できるチャンスを得ることができたので、参加することになったのです。もう1つ

は、ぬいぐるみを使って子どもと医療について勉強するTeddy Bear Hospitalの各国

における活動状況を世界総会で共有・調査するためです。 

 さて、僕の英語力は受験のために勉強した英語のみで、TOIECスコアは735点。ス

ピーキングよりリーディングが得意な、典型的な受験英語しかできない人です。そんな僕

が各国の選ばれた医学生が集まる世界総会に乗り込んだわけです。結論から申します

と、強烈なショックと精神的ダメージを受けることになりました。日本を含むアジアはしゃべ

ることよりも計算が得意な理系脳で、欧米は計算よりもしゃべることが得意な文系脳と

言われたりしますが、僕個人に当てはめて考えれば本当にその通りでした。 

 総会中に行われた様々なディスカッションやワークショップに参加して感じたことは、総

会に参加している海外の医学生は非常に論理的で明才な思考をもって意見を行って

いたということです。英語は喋れて当たり前、自分の意見を言えて当然、だったのです。

もちろん、英語の発音なんか気にしません。たとえどんなんに相手が聞きづらくても、自分

の言いたいことを自分の英語でどんどん意見を言うのです。それに対して僕といえば、そも

そも質問が理解できなかったり、意見がもったとしてもそれをうまく英語にできないものだ

から、意見することなく、ただうなずいたりしていることしかできませんでした。海外の医学

生は日本の医療の動向にも興味を示しており、実際日本ではどうなの？と質問された

ら、ものすごくたどたどしくしょぼいことしか言えなかったのです。 

 もちろん、フリートークの時間には挽回するべく、たくさんの人と話しました。日本人は人

気者で、「こんにちは」の挨拶で話しかけられ、日本に留学したいのだけど、どう思う？と

いうような話から始まり、お互いの国の話をして、非常に楽しかったです。しかし、うまく伝

えられないこともたくさんあって、非常にもどかしかったです。 

 しかし、総会でたくさんの国の医学生と知り合いになることができ、連絡を取り合えるよ

うになりました。この関係がもっと発展させることができればもっと楽しいことが出来ると

思っています。  

 また、もう一つの目的である、Teddy Bear Hospitalの調査は各国の責任者にコン

タクトを取ることができ、たくさんの活動実態や活動内容について情報共有をすることが

できました。 

IFMSA（International Federa-

tion of Medical Students' Associ-

ations）は、第2次世界大戦後の1951

年にヨーロッパで設立され、本部をフランス

の世界医師会内に設置し、WHO（世界

保健機関）、WMA（世界医師会）に

よって医学生を代表する国際フォーラムとし

て認められ、ECOSOC（国連経済社会理

事会）の会員資格をも持つ、非営利・非

政治の国際NGOです。 

（公式HPより引用） 

 

IFMSA-Japan 

http://ifmsa.jp/ 

Teddy Bear Hospital はドイツ発祥の

活動で、日本ではぬいぐるみ病院と呼ば

れ、ぬいぐるみを使って子どもの医療に対す

る恐怖軽減と医療への興味増進のための

模擬診察と保健教育を行う活動。日本で

は38大学が活動中。久留米大学では、「く

るめぬいぐるみ病院」という名前で活動中。  



 
 医学教育研究センターのニュース

レターに記事を投稿したいと言う方

は、是非ご連絡をください。教員、

学生問いません。教育に関する事、

学校生活に関すること、ボランティア

活動に関する事、大学に対する要

望など、受け付けております。 

医学教育研究センター 

 さて、総会中はかなりのカルチャーショックで疲れていましたが、日本に帰ってきて改めて

ゆっくりと振り返ってみると、たくさんのショックを受けたけれども、それがむしろ刺激となんって

日本で英語を勉強するためのモチベーションを高めてくれたし、自分の意見をはっきりと伝

えるための練習が必要なこともわかりました。日本人として海外の医学生には負けたくな

いので、もっとたくさん勉強したいと思います。読み書きだけではなく、実際にしゃべる英語

すなわち生きた英語の重要性が大変良くわかりました。 

 日本でも、国際団体が主催する英語でのディスカッションは多く開かれています。そこで

また自信がついたらまた参加してみたいと思います。 

 今回の文章は、全体として「個人のできなかったこと」を書き連ねたものになってしまいま

した。1文でまとめるなら、自分は出来ると豪語したちょんまげが、海外に行って周囲の実

力を知って打ちのめされた、です。 

 しかし、ごく一般的な医学生として、このことは他の学生にも当てはまることではないかと

思い、海外に興味がある学生に、失敗談として還元できれば幸いです。 

 

今月の学生の声（２） 

宇久島検診に参加して 

医学科３年 佐々木 亨   

 第4肋間右縁、次に第4肋間左縁、続いて第5肋間鎖骨中線・・・これは心電図電

極をつける部位だ。宇久島での検診では、心電図の測定をさせてもらった。実際に医療

行為をする初めての機会だったので、緊張したが、医療従事者の一人として携わることの

できる喜びが大きかった。第4肋間の位置がわかりにくい人もいて、電極をつけるのに時間

がかかることが多かった。指導していただいた技師さんには、「半分の時間でできるといい

ね。」と言われ、もっと正確に早くできるようになりたいと思った。宇久島の人たちは塩分摂

取量が多いため、高血圧の人が多く、心電図をみると心肥大の人が多かった。塩分を控

えるよう呼びかけていく必要があると感じた。また、測定を受ける人に対しての声かけが意

外と難しいことに気付いた。その人にお願いするときに、「～してくださいね。」と言ったほう

がいいのか、「～しますね。」と言ったほうがいいのかなど、言い回しがよくわからなかった。

測定が上手な先生を参考にして、少しずつ学んでいきたい。 

 宇久島検診は7月15日から17日まで行われ、16日、17日の午前が検診で、それ以

外は観光したり、海に行ったり、BBQをしたりした。大浜海水浴場は、美しい白い砂浜と

コバルトブルーの海がきれいで、水際で遊んだり、ビーチバレーをしたりしてとても気持ちよ

かった。同級生5人と宇久島に来たのだが、そうやっていろいろ交流するうちに相手のこと

を深く知ることができ、心の距離が縮まったように思う。また、循環器内科の先生や技師

さん、栄養士さんなど多くの人と話す機会があり、その人たちの経験や考えを聞けたことが

大きな収穫だった。そのような人たちに出会えたことに感謝し、今後勉強していく上での

糧としたい。 

 



NHK NEWS WEB 

http://

www3.nhk.or.jp/news/

html/20160727/

k10010610841000.html 

朝日新聞 DIGITAL 

http://www.asahi.com/

articles/

AS-

J7W5GZ8J7WUTIL043.h

tml 

医学教育研究センターは最先端の技術で学生と教員を繋げます。 

編集スタッフより  

 こんにちは。編集担当の柏木です。第1４号です。大阪医科大学で開催された日

本医学学会大会に参加し、共用試験のCBTから医師国家試験の合否が予測可

能かについて発表を行って来ました。ここ最近の学会は会議場などが使用されることが

多いのですが、久しぶりの大学施設を利用した学会で、手作り感があり良かったと思

います。しかし、会場の移動だけで汗だくになりました・・・。 

お問い合わせ先  
当ニュースレターついてお気軽にお問い合わせください。  記事も募集しています。 

久留米大学医学部 医学教育研究センター  編集担当：柏木 孝仁 

〒830-0011 福岡県 久留米市旭町67 TEL: 0942-31-7764 FAX: 0942-31-7765 

https://csme.kurume-u.ac.jp  E-MAIL: csme@med.kurume-u.ac.jp 

今月の医学時事 

子宮頸がんワクチンで副反応 国と製薬会社を提訴 

 子宮頸がんワクチンの接種後に体の痛みや記憶力の低下などを生じた63人の患者

(15～22歳)が、安全性や有効性が十分に確認されていないのにワクチンの接種を勧め

たのは違法だとして、国と製薬会社に治療費や慰謝料などを求める訴えを起こした。 

 子宮頸がんワクチンは、7年前に接種が始まり、3年前に定期接種に追加されたが、2

か月後に体の痛みを訴える患者が相次ぎ、「接種との因果関係が否定できない」として

積極的な接種の呼びかけを中止した。昨年10月の時点で、症状が回復しないままの人

が、若い女性を中心に186人いることがわかり、医療費の救済が始まっている。 

 今回の訴訟に関して、厚生労働省は「接種との因果関係は必ずしも明らかでない中、

長期に苦しんでいる方々がいることには心を痛めており、寄り添いながら支援を行っていく

ことが何よりも重要と考えている」とコメントしている。 

 グラクソ・スミスクラインは「症状によって苦しんでいる方々の、一日も早い回復をお祈りし

ています」、MSDは「HPVワクチンは世界各国で承認を受けており、原告の主張の内容

に根拠はないと信じている」とするコメントを発表しいている。 

 日本産科婦人科学会は「ワクチンを接種しないことでHPVに感染し子宮頸がん患者が

減らない事態となることを懸念している。症状とワクチンの成分との関係を科学的に肯定

するデータはなく、積極的な接種の呼びかけを再開すべき」と話している。 

2016年7月27日 NHKニュースから抜粋  

（安達洋祐） 

  

今月のニャンコ 

Photograph of Papillomavirus from Wikipedia (NIH—Virus Online) 

＜パピローマウイルス＞ 

粒子構造は典型的な正20面体構造を

している（粒子サイズは55nm）。ワクチ

ンには、人工の中空ウイルス粒子が抗原

として使用されており、免疫原性を高める

ためのアジュバント（水酸化アルミニウム

など）が含まれている。 


